
【教育目標】地域を愛し、夢と希望を持ってたくましく生きる子どもの育成
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文責： 校長 星 俊 夫

どうぞよろしくお願いします！平成２９年度がスタートしました。
お子様のご入学、ご進級、誠におめで

とうございます。ようやく春の気配を感

じられるようになり、新しい１年生と教

職員を迎え、たくさんの出会いとともに

新年度がスタートしました。

子どもたちは、それぞれに「進級」を

きっかけとして、様々な人たちや出来事

と出会い、夢や希望を持つようになりま

す。最高学年として始業式・入学式の準

、備や歓迎の挨拶等をした新６年生はじめ

他学年の子どもたち全員が進級の喜びと

ともに、たくさんの笑顔で新入生を迎え

てくれました。１年生は、一人一人しっかりあいさつができました。また、子どもたちが

歌う校歌は、目をとじて聴いていると何百人もいる学校の校歌に聞こえてきます。子ども

たちのさわやかで元気な姿に感動した入学式でした。

さて、 は次のようになります。 を新にしました。今年度の「学校経営・運営ビジョン」 児童像

ととして豊かに育つ子 わやかで元気な子 かろうと学び合う子ひ さ わ

歓迎のことば 阿久津志童くん
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食は健康の根っこ
本校は，子どもたちの心身の健

やかな成長の基礎となる『食』の

重要性を認識し、食育を健康・安

全教育の重要な柱の一つとして、

教職員の共通理解のもと、各教科

及び領域と関連付けながら日常の

給食指導の充実に努めるとともに、

家庭・地域の参画による多様な子

どもたちの体験的学習をとおして、

食の知識を深め、自ら望ましい食

生活の実践力を育てたいと考えて

います。

さらに、地域の自然の恵みへの

畏敬、長い歴史ある食文化の理解

や食に関わる人々への感謝の心など食育の実践をとおして地域を愛する豊かな心を育てたいと

考えます。

豊かな自然が広がる地域ですが、平成２７年９月には、豪雨による河川の氾濫により公道に

架かる橋がいくつも流され水田に土砂が流れ込むという大災害が発生しました。そのような状

況の中でも地域の方々は、変わることなく学校を支えてくださいました。

これまで人々が創り上げてきた温かな風土には、たくましさが宿っていると改めて肌で感じ

ています。そんな地域の力を教育活動に織り交ぜて、子どもたちの生涯にわたる「生きる力」

を育てていきたいと考えています。本校食育の実践は、そんな願いが込められています。

！生命の大切さ(人権尊重) を子どもたちと共に
始業式・入学式の中で、命の大切さについて話しました。

命より尊い物はない。子どもたち一人一人をはじめ生命ある存在がかけがえのないもの
であることを、子どもたちに繰り返し問いかけながら、私たち大人もしっかりと自覚し
教育にあたりたいと考えます。
命を大切にするということは、思いやりや優しさという人間性の根幹に直接結びつく

行為です。家族や友だちなど、いつでもどこでも、だれにでも温かく接することのでき
る豊かな心を育むことが、将来子ども達自身の「生きる支え」になってくることは間違
いありません。
４月はまず、交通事故などに遭わないよう、安全な登下校のし方をみんなで再確認し

ましょう。朝の登校の様子を見ていますと、どの班も上級生が下級生のことをよく面倒
見て、あいさつも明るく返してくれるので、すばらしいなあと思いました。

平成２９年度 職員紹介（５名の新しい先生方がきました。）

★今日(１０日)で給食は２日目ですが、１年生も楽しそうに食べています。
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